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2-1 角柱の場合

2-2 コーナー角柱の場合

2. 柱の準備

①上面ベース用角柱内部に柱裏板を差し
込み、デッキ用角柱ベースプレートと柱
を【1-1】で表裏両面固定してくださ
い。このとき、正面側に柱ブラケットのφ
１６穴加工が向くようにしてください。

（図2-1参照）

①上面ベース用コーナー角柱内部に柱裏
板を差し込み、デッキ用コーナー柱ベー
スプレートと柱を【1-1】で固定してくだ
さい。（図2-2参照）
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φ3.5

φ3.5

2-3 丸柱の場合

①柱にφ3.5の穴を２ヵ所あけてください。
（図2-3参照）

②上面ベース用丸柱をデッキ用丸柱ベース
プレートに差し込み【1-2】で固定してく
ださい。このとき、正面側に柱ブラケット
のφ１６穴加工が向くようにしてくださ
い。（図2-4参照）
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図3-5

躯体側

デッキ前面

3-1 正面床板固定の場合

3. デッキ本体への柱取付け ※ステップに柱を取付ける場合、柱位置に制約がありますので必ず
 「6.ステップへの柱取付け」を参照してください。

①柱の固定位置を決めてください。

④ベースプレートを【1-4】で、床板の下の大引まで3ケ所取付けてください。
⑤デッキ前面の中心の下穴とフェンス固定材の穴を合わせて、ベースプレートを【1-5】で取付けてください。（※2）
⑥【1-4】で、床板の下にフェンス固定材をあてて2ケ所取付けてください。

●デッキの中間部に立てる場合、端部に立てる場合には、図3-1、図3-2、図3-3、図3-4を参照して取付けてください。
●図3-3のA寸法値の最小値は90mmです。
●図3-3のA寸法の最大値は、フェンス固定材に手が届く約400mmの範囲内で自由に設定することができます。

ポイント

図3-2　柱設置可能範囲（柱芯寸法）

90 90

1
1
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②ネジ位置をマーキングしてください。
③マーキングした床板にφ5.5の下穴をあけてください。（※1）
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トラス小ネジ

※図は樹ら楽 柾目・プレーンタイプ、デッキDSを示します。
   樹ら楽 木彫タイプも同様の納まりとなります。
※図は角柱の施工を代表で示します。
　コーナー角柱および丸柱も同様の施工となります。
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図3-9

図3-7

躯体側

デッキ前面

①柱の固定位置を決めてください。

②ネジ位置をマーキングしてください。
③マーキングした床板に、φ5.5の下穴をあけてください。（※1）
④大引にベースプレート-大引固定アングルを、【1-3】で取付けてください。
⑤ベースプレートを【1-4】で、床板の下の正面幕板取付材またはベースプレート-大引固定アングルに取付けてください。

●デッキの中間部に立てる場合、端部に立てる場合には、図3-6、図3-7、図3-8、図3-11を参照して取付けてください。
●図3-8のA寸法値の最小値は90mmです。
●図3-8のA寸法の最大値は、ベースプレート-大引固定アングルに手が届く約400mmの範囲内で自由に設定することができます。

柱設置可能範囲（柱芯寸法）
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3-2 正面大引固定の場合 大
引
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図3-13

躯体側

デッキ前面

3-3 側面床板固定の場合

①柱の固定位置を決めてください。

②ネジ位置をマーキングしてください。
③マーキングした床板にφ5.5の下穴をあけてください。（※1）
④片側大引固定の場合は、「 3-1 正面床板固定の場合」の端部への取付けを参照してください。
⑤大引間固定の場合、デッキの中心の下穴と、フェンス固定材の穴を合わせて、ベースプレートを【1-5】で2ケ所取付けてく

ださい。（※2）
⑥ベースプレートを【1-4】で、床板の下にフェンス固定材をあてて4ケ所取付けてください。

●片側を大引に固定して立てる場合、大引間に立てる場合には、図3-12、図3-13、図3-14、図3-15を参照して取付け
てください。

●図3-14のA寸法値の最小値は90mmです。
●図3-14のA寸法の最大値は、フェンス固定材に手が届く約400mmの範囲内で自由に設定することができます。

ポイント
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図3-16　片側大引固定 図3-17　大引間固定
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トラス小ネジ
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※デッキDSに側面床板固定の施工はしないでください。
　床板側面側に施工する場合、側面床板補強材固定で施工してください。
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図3-19

躯体側

デッキ前面

3-4 側面床板補強材固定の場合

①柱の固定位置を決めてください。

②ネジ位置をマーキングしてください。
③マーキングした床板にφ5.5の下穴をあけてください。（※1）
④ベースプレートを【1-4】で、床板の下の床板補強材まで取付けてください。

●デッキ施工前に補強材を取付けてください。
●デッキに図3-18、図3-19、図3-20、図3-21を参照して取付けてください。
●図3-20のA寸法値の最小値は90mmです。
●柱を立てる床板の下に床板補強材があることを確認してください。
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図3-19
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4-1 角柱の場合

4．ベースプレートカバーの取付け

②デッキ用角柱ベースプレートの側面部穴に、デッキ用ＢＰカバー角柱用を 【1-6】で固定してください。（図4-2
参照）

①デッキ用角柱ベースプレートに、デッキ用ＢＰカバー角柱用を挟むようにかぶせてください。 

●【1-6】は、カバーを固定するだけではなく、柱ががたつくことを防止する効果があります。

補足

デッキ用BPカバー角柱用

デッキ用BPカバー角柱用

上面ベース用角柱

図4-1

図4-2

デッキ用角柱ベースプレート

上面ベース用角柱

【1-6】φ4×16
  サラタッピンネジ3種

C399_201608E

4-2 コーナー角柱の場合

③図4-4を参照し、デッキ用ＢＰカバーコーナー柱用A、Bを【1-9】、【1-10】で固定してください。

①デッキ用コーナー柱ベースプレートの側面下側の穴に、【1-8】を締め込んでください。
②デッキ用コーナー柱ベースプレートに、デッキ用ＢＰカバーコーナー柱用A、Bをかぶせてください。

●【1-10】は、カバーを固定するだけではなく、柱ががたつくことを防止する効果があります。

補足

図4-3

図4-4

デッキ用コーナー柱
ベースプレート

デッキ用BPカバーコーナー柱用A

デッキ用BPカバーコーナー柱用A

デッキ用ＢＰカバーコーナー柱用Ｂ

デッキ用ＢＰカバーコーナー柱用Ｂ

上面ベース用コーナー角柱

【1-8】φ4×12トラスタッピンネジ3種

【1-10】φ4×20
サラタッピンネジ3種

【1-9】φ4×8
 サラタッピンネジ3種
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4-3 丸柱の場合

4. （つづき）

②デッキ用丸柱ベースプレートの側面部穴に、 デッキ用ＢＰカバー丸柱用を【1-7】で固定してください。

①柱以外のアーキレールの取付けは「アーキレール取付説明書〈C398〉」を参照してください。

①デッキ用丸柱ベースプレートに、デッキ用ＢＰカバー丸柱用を挟むようにかぶせてください。 

5．柱以外のアーキレールの取付け

デッキ用BPカバー丸柱用

デッキ用BPカバー丸柱用

上面ベース用丸柱

【1-7】φ4×10
 サラタッピンネジ3種

図4-5

図4-6

デッキ用丸柱ベースプレート

上面ベース用丸柱

C399_201912F

6．ステップへの柱取付け オプション

①側板に柱固定穴開け治具を使用して
φ8.5の貫通穴加工をしてください。

②【2-4】､【2-6】を側板内側から差し込
んでください。

6-1 柱の位置決め

●柱固定穴開け治具は踏板の上面か
下面に合わせて使用してください。

●φ8.5貫通穴加工は側板の内・外
両側から加工してください。

ポイント

柱固定穴開け治具

φ8.5

φ8.5

側板

踏板

柱固定穴開け治具2-φ8.5

ドリル

側板

1 貫通穴加工

柱固定穴開け治具

2-φ8.5 2-φ8.5

▲ 幕板Aの場合 ▲ ▲ 幕板Bの場合 ▲

側板

【2-6】
M8平座金(大)

【2-4】M8六角ボルト
（L=90）

【2-4】M8六角ボルト
（L=90）

●ステップ本体の取付は「ステップ取付説明書〈E471〉」を参照してください。

補 足
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6. （つづき） オプション

【2-5】φ4×13
ナベ ドリルネジ D=8.2 

6-2 柱取付金具下の取付け

①【2-4】に柱取付金具下を差し込んでくだ
さい。

②柱取付金具下の穴を基準に下穴箇所を
けがいてください。

③柱取付金具下を外し、側板にφ3.5の
下穴加工をしてください。

④柱取付金具下を【2-4】にはめ込み【2-5】
で取付けてください。

【2-4】M8六角ボルト（L=90）

【2-4】M8六角ボルト
（L=90）

柱取付金具下

踏板

側板

【2-4】M8六角ボルト
（L=90）

φ3.5

柱取付金具下

柱取付金具下

柱取付金具下

ドリル
ポンチ

柱取付金具下

けがく

φ3.5

φ3.5

【2-4】M8六角ボルト（L=90）

C399_201912Ｆ

6-3 柱の取付け

①上面ベース用丸柱T-8ロングを側板から
出ている【2-4】に柱取付金具下､柱取付
金具上､【2-1】､【2-2】､【2-3】で取付け
てください。

●ボルト・ナットの締付にはインパクト
ドライバーを使用しないでください。

●柱は垂直に取付けてください。

ポイント

踏板

【2-4】M8六角ボルト（L＝90）

【2-1】
M8平座金

【2-2】
M8バネ座金

【2-3】
M8六角袋ナット

【2-4】M8六角ボルト（L＝90）

上面ベース用丸柱T-8ロング

柱取付金具下

柱取付金具上

側板

側板
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6. （つづき） オプション

【2-5】φ4×13
ナベ ドリルネジ D=8.2 

6-2 柱取付金具下の取付け

①【2-4】に柱取付金具下を差し込んでくだ
さい。

②柱取付金具下の穴を基準に下穴箇所を
けがいてください。

③柱取付金具下を外し、側板にφ3.5の
下穴加工をしてください。

④柱取付金具下を【2-4】にはめ込み【2-5】
で取付けてください。

【2-4】M8六角ボルト（L=90）

【2-4】M8六角ボルト
（L=90）

柱取付金具下

踏板

側板

【2-4】M8六角ボルト
（L=90）

φ3.5

柱取付金具下

柱取付金具下

柱取付金具下

ドリル
ポンチ

柱取付金具下

けがく

φ3.5

φ3.5

【2-4】M8六角ボルト（L=90）

C399_201912Ｆ
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6. （つづき） オプション

6-4 ステップ本体の位置決め

デッキ

上面ベース用コーナー角柱

上面ベース用丸柱 T-8ロング

中心ライン

図6-9

①デッキ上の上面ベース用コーナー角柱の中心線上に、上面ベース用丸柱 T-8ロングの中心をあわせてステップ本体
を取付けてください。

②笠木の取付けは「アーキレール取付説明書〈C398〉」を参照してください。

●ステップ固定位置の幕板裏側に幕板取付材がない場合は、 「ステップ取付説明書〈E471〉、 2-8 幕板固定材の取付
け」を参照してください。

ポイント

C399_201912F

メモページ
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